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現職 M１ 佐藤 錦
［現職院生、学校マネジメント力開発プログラム］
■----------------------------------------ー---- ■

この１年間は、大学院での学びや研修等
で得られた知見を基に研究内容を構成し
てきました。教育実践研究中間発表会では、
先生方や先輩から多くの助言をいただき、
研究内容を批判的に見直す貴重な機会と
なりました。今後も先生方のご指導を受け
ながら、院生同士でも情報や知見を共有し、
研究の質をさらに高めていきます。
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いよいよ令和 8年度から「 DX of Education
［DX.E］教育実践学×情報学分野高度専門人材養
成プログラム」が始まります。これまで培ってき
た実践的なフィールド研究を基盤としつつ、数理
（Ｍ）、データサイエンス（Ｄ）、ＡＩ（Ａ）科
目の新設や既存科目の改変を行ったカリキュラム
が整いつつあります。

これは、現在改訂が進められている学習指導要
領への対応等を視野に入れて実施するものです。
教育課程企画特別部会の論点整理（R7.9.25）では、
「生涯にわたって主体的に学び続け、多様な他者
と協働しながら、自らの人生を舵取りすることが
できる、民主的で持続可能な社会の創り手をみん
なで育む」とする次期学習指導要領に向けた基本
的な考え方を示すとともに、情報活用能力の抜本
的向上と質の高い探究的な学びの実現等が示され
ました。この考え方等を具現化する高度な専門性
と実践力を有する教員を養成することが本教職大
学院に求められております。

その使命を果たせるように今後とも教育行政機
関や民間企業等と協働しながら教員養成に取り組
んでまいります。   

学卒 M１ 原 颯馬
［学卒院生、授業力開発プログラム］

■---------------------------------------------- ■

教職大学院では、M１・M２や現職・学卒
といった立場の違いを超え、異なる教科や
校種の院生が共に学び合っています。学
部段階の学びに比べ、より専門的かつ実
践的に学ぶことができることに加え、互い
の経験や実践、児童生徒の実態について
理解を深める貴重な機会となっています。
今後も院生同士で学びを深め、教育者と
して一層成長していきたいと思います。

学卒 M２ 五島佑希菜
［学卒院生、特別支援教育力開発プログラム］

■------------------------------―-----ーーーーーー ■

教職大学院での学びの集大成である教育
実践研究発表会を通して、新たな気づきや
学びを得るとともに、今後の研究や実践の
展望についても整理することができました。
今後は、教職大学院での学びを通して得た
経験や知見を生かし、より良い授業実践や
支援構想へと発展させていきたいと思いま
す。

現職 M２ 西舘 智香子
［現職院生、学校マネジメント力開発プログラム］

■----------------------------------------------- ■

社会の急速な変化に対応するために必要と
される主体性や、多様性を尊重する力を育む
教育、岩手の教育課題等について考える機会
となりました。他校種の文化や子どもへのま
なざし、学卒院生の視点、先生方の深く幅広
い専門性に触れ、多くの刺激を受けました。
今回の学びを、今後の教育実践に生かしてい
きたいと思います。

現職 M２ 髙橋 規真
［現職院生、授業力開発プログラム］

■------------------------------―----ーーーーー- ■

「自律的な問題発見・解決能力を育成する
中学校数学の授業開発」をテーマに研究に取
り組みました。予想・検討・振り返りを支える
教師の意図的・計画的な支援や介入、自己決
定の場の保証が、自律的な学びを引き出す
上で有効であることが明らかになりました。
２年間の学修を通して得た知見を、今後の教
育実践に生かしていきます。

学卒 M２ 太田瑠美子
［学卒院生、授業力開発プログラム］

■----------------------------------------------- ■

教職大学院での学びは、理論と実践を

往還しながら教育を捉える貴重な経験と
なりました。現職院生と学卒院生が議論
を重ねる中で、同じ事象でも見方や課題
意識が異なることに気づき、多角的に考
える力を養う機会となりました。来年度か
らは、ここで得た視点や実践力を学校現
場での教育実践に生かしていきます。
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